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像聯

参園の

「生
」を
実
感
で
き
る
場
に

京
大
植
物
園
考
え
る
会
で
活
動

左
京
区

・
百
万
遍
そ
ば
の
　
今
村
彰
生
さ
ん

（
３０
）
は
、

京
都
大
キ

ャ
ン
パ
ス
。
コ
ン

研
究
者

や
市
民
で

つ
く
る

ク
リ
ー
ト
校
舎
が
建
ち
並
ぶ
　
「京
大
檀
物
園
を
考
え
る
会
」

一
角
に
、
昼
な
お
暗
い
林
が
　
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
観
察
会

あ
る
。
京
都
大
理
学
部
付
属
　
を
開
く
な
ど
精
力
的
に
活
動

植
物
園
。
１
９
２
３
年
設
立
、　
し
て
い
る
。
自
身
も
京
大
理

面
積
１

・
８
診
弱
。
過
度
に
　
学
部
出
身
。
木
の
根
と
共
生

手
を
加
え
ず
、
自
然
に
近
い
　
す
る
キ
ノ
コ
や
カ
ビ
類

「菌

「生
態
植
物
園
」
と
し
て
教
　
根
菌
」
の
専
門
家
だ
。

育
研
究
の
場
を
長
年
提
供
し
　
　
昨
年
末
、
植
物
園
に
異
変

て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ

っ
た
。
管
理
す
る
理
学

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
　
部
植
物
学
教
室
が
、
周
辺
宅

（上
京
区
）
の
非
常
勤
職
員
、
　

地

へ
の
落
ち
葉
対
策
な
ど
を

理
由
に
ヌ
マ
ス
ギ
な
ど
の
大

木
を
伐
採
し
た
”

「木
は
何

十
年
も
こ
こ
で
生
き
て
き

た
。
生
き
物
の
研
究
者
が
な

ぜ
、
平
気
で
木
を
切
り
倒
す

の
か
。
信
じ
ら
れ
な
か

っ

た
」
。
同
じ
思
い
の
人
々
が

今
春
結
成
し
た
「考
え
る
会
」

に
参
加
し
た
。

伐
採
問
題
は
大
学
植
物
園

の
危
機
を
象
徴
し
て
い
る
と

の
思
い
が
あ
る
。
間
近
に
迫

る
大
学
法
人
化
。

「金
銭
換

算
さ
れ
て

『植
物
園
な
ど
ム

ダ
』
と
濱
さ
れ
か
ね
な
い
」

と
憂
え
る
。

園
の
樹
木
は
約
５
０
０

暴

種
。
生
き
た
化
石

「メ
タ
セ

コ
イ
ア
」
や
旧
植
民
地

・
台

湾
産
の
木
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に

歴
史
と
物
語
を
持
つ
。
都
会

に
浮
か
ん
だ
緑
に
昆
虫
や
鳥

が
集
ま
る
。

「身
近
な
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
、
市
民
の
憩
い

の
場
、
生
物
の
避
難
所
。
百

年
の
計
で
考
え
る
べ
き
価
値

が
あ
る
」

‐６
日
に
は
、
市
民
利
用
の

あ
り
方
も
含
め
植
物
園
の
将

来
像
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
い
た
。

「春
に
芽
吹

き
、
花
を
咲
か
せ
て
秋
に
は

実
が
落
ち
る
。

『
生
』
を
実

感
で
き
る
場
所
と
し
て
植
物

園
を
守

っ
て
い
き
た
い
」

「考
え
る
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
コ
Ｆ
「
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